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平
成
二
十
五
年
九
月
十
二
日
（
木
）
午
後
二
時

よ
り
湯
山
市
房
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
結
婚

五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
十
三
組
の
ご
夫
婦
、
熊

本
日
日
新
聞
社
よ
り
和
田
浩
二
事
業
局
次
長
、

廣
瀬
親
吾
水
上
村
長
な
ど
の
関
係
者
の
参
加
に
よ

り
、
「
第
五
十
五
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
熊
本
日
日
新
聞
社
事
業
局
次
長
と
廣

瀬
村
長
に
よ
る
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、

金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
杉
野
二
男
氏
よ
り
お
礼
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、
記
念
撮
影
を
行
い
引
き
続
き
祝

賀
会
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
、
七

年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
る
こ
と
、
そ
し

て
十
年
後
に
は
今
回
受
賞
さ
れ
た
十
三
組
で
必
ず

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
よ
う
と
約
束
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
六
日
（
金
）
に
は
結
婚
六
十
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
七
組
の
ご
夫
婦
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

の
お
祝
い
に
廣
瀬
村
長
ら
が
各
家
庭
を
訪
問
さ
れ

表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
、

十
年
前
の
金
婚
式
の
写
真
を
懐
か
し
そ
う
に
見
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
話
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
ご
夫
婦
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
で
仲
良
く
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
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　「球磨郡市連合品評会」が、８月 20 日に球磨家畜市場（錦町）で開催されました。
　球磨郡市内より９月せり市分の優良雌牛 24 頭の出品があり、本村からは村品評会で選抜され
た４頭の出品がありました。
　石山勝さん「さかえ１号」の１等賞３席を筆頭に、米来トミ子さん「はるか号」が１等賞６席、
吉永秀一さん「ことぶき１号」が１等賞８席、松田洋さん「かえで号」が２等賞を受賞されました。
　また、各市町村の総合成績で競われる分区部門において、本村が十数年ぶりに１位という輝
かしい成績を納めることができました。
　今回のすばらしい成績は、出陳者の日々の努力と畜産関係者のご理解と支援のたまものであ
り、これからの畜産農家の発展につながる連合品評会となりました。

出陳者成績
（村内）１等賞　３席　石山　勝　　　「さかえ１号」　安福久－勝忠平－安福久
　　　　１等賞　６席　米来　トミ子　「はるか号」　　安福久－勝忠平－糸福（大分）
　　　　１等賞　８席　吉永　秀一　　「ことぶき１号」安福久－平茂勝－安　平
　　　　２等賞　　　　松田　洋　　　「かえで号」　　安福久－平茂勝－安　平

（全体）１等賞　主席　山冨　裕次（あ）「ゆり４４号」　勝忠平－安平照－平茂勝
　　　　１等賞　２席　尾方　利昭（多）「せいこ号」　　百合茂－安福久－平茂勝
　　　　１等賞　３席　石山　勝（水）　「さかえ１号」　安福久－勝忠平－安福久

分区賞成績
　１位　　２２.６点　　水上村
　２位　　２０.６点　　多良木町
　３位　　２０.３点　　あさぎり町

祝 !! 水上村総合優勝祝 !! 水上村総合優勝

分区賞　１位　水上村１等３席　石山　慎二さん　「さかえ１号」

１等６席　米来　昭彦さん　「はるか号」 １等８席　吉永　秀一さん　「ことぶき１号」 ２等　松田　洋さん　「かえで号」
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第3分団研修！
　8月 4日（日）、古屋敷体育館において水上村消防団第３分団研修が団員11名、住民12名の
参加により開催されました。
　今年は上球磨消防署から3名の講師を招き心臓マッサージやAED（自動体外式除細動器）によ
る心肺蘇生法の指導を受けました。
　参加者は、正しい知識と技術を身につけるため熱心に取り組んでおられました。

　8月 25日（日）あさぎり町総合グラウンドにおいて、上球磨消防団連合会耐暑訓練スポーツ
大会が開催されました。
　競技種目をソフトボールとし、上球磨 4町村の消防団、球磨地域振興局、上球磨消防組合、
多良木警察署から計 18チーム約 300人が参加し、熱戦が繰り広げられました。
　本村消防団から3チーム団長以下41名が参加し、暑い中での基礎体力の向上が図られました。
　関係機関とも親睦を深める非常に有意義な訓練となりました。

　今年度は「毎月第２木曜日」に
行政相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：10月10日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌精二　氏
問い合わせ先
　水上村役場　総務課　椎葉　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による、相談会も同日開催され
ます。

日　時：10月10日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８３

上球磨消防団連合会耐暑訓練！上球磨消防団連合会耐暑訓練！
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10月21日（月）～27日（日）は行政相談週間です！

　10月 21日（月）から27日（日）までの１週間は、「行政相談週間」です。
　水上村でも合同行政相談所を設けます。行政に対するご意見、苦情など何でもご相談くださ
い。相談は、無料で秘密は固く守られます。

　　日　時　１０月２４日（木）　午後１時～３時
　　場　所　水上村保健センター
　　相談員　行政相談委員　　唐鎌　精二さん
　　　　　　人権擁護委員　　坂口　守雄さん
　　　　　　人権擁護委員　　岩井田惠美子さん
　　お問い合わせ先　　水上村役場総務課　担当：椎葉　44-0311

※毎月第２木曜日に行政相談を行っております。

後納制度（国民年金保険料の納付可能期間の延長）のお知らせ
　国民年金は、20 歳から 60 歳までの 40 年の間、国民年金保険料を納めていただくことで、65 歳
から満額の老齢基礎年金を受給できる制度です。
　しかし、保険料を納められなかった場合や、届出を忘れたことで国民年金の資格期間がない場合は、
年金の受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなることがあります。このような事態
にならないために、過去 10年までに納められなかった保険料は、後納制度を利用すると納付するこ
とができます。
　後納制度は、国民年金保険料を納めることができる期間を過去２年から 10年に延長したことによ
り、納められなくなった保険料が納められるようになったものですが、後納制度が利用できるのは平
成 27年９月 30日までですので、後納制度を利用する方は早めのお申し込みが大切です。
　ただし、既に老齢基礎年金を受給している方や、65歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの
方は、後納制度はご利用できませんのでご注意ください。
　なお、後納制度は事前にお申し込みいただき、後納保険料が納められる期間を審査します。審査の
結果によっては後納制度をご利用いただけない場合がありますのでご注意ください。
　後納制度に関する詳しい内容は、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所
へお問い合わせください。
　なお、ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）をご利用いただくと、ご自身の年金記録から
後納制度を利用できる期間が確認できます。

お問い合わせは、『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

　　０５７０－０１１－０５０

　　　050（一部）の電話、070の電話からおかけになる場合は０３－６７３１－２０１５
　　　お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。
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シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業8888

農家のみなさんへ 農作業事故に注意 !!
　秋は春とともに農作業事故の発生が多い時期です。近年、農作業中の事故が多発しています。稲刈りも最
盛期となりコンバイン等を使用する機会が増えますので、充分注意しましょう。
　①農業機械の点検整備の励行　　②点検時は必ずエンジンを停止する。
　③安全保護具の使用、作業に適した服装をする。　　④疲労を蓄積させないために、定期的に休憩する。

無理は禁物です。体調を整え、機械を整えて農作業を行いましょう。

水上村産業後継者育成奨学金について
　本村在住者で、各種研修により技術取得を目指す方へ、産業後継者育成奨学金制度があります。是非ご活
用ください。内容は以下のとおりです。
　１　貸与額　　　５０，０００円／月　　　　２　貸与期間　　３年以内
　３　利子　　　　無利子
　４　返還　　　　貸与期間の２倍の範囲内で返還

詳しくは水上村役場経済課までお尋ねください。　ＴＥＬ　４４－０３１４　

〔　　　　　　　　　　　〕１年据置
本村に在住し研修を活かした職業ならば免除制度があります。

水上村農業委員会　TEL 44－ 0314
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『１ha以上の土地取引には、届出が必要です』
○届出の必要な土地取引
　１ｈａ（１０，０００㎡）以上の土地について、売買・交換・地上権の設定・譲渡等の契約を締結した場
合、届出が必要となります。

○届出の手続き
　土地の権利取得者（買主）は、土地の所在する市町村の国土利用法担当課窓口（本村の場合は役場企
画観光課）に、契約（予約も含む）締結日を含めて２週間以内に届け出てください。

◇お問い合わせ先
　・水上村役場企画観光課　　電話　０９６６－４４－０３１２
　・熊本県地域振興課地域づくり県央推進・調整班　　電話　０９６－３３３－２１８１

＜ご案内＞

　岩野小学校で、熊本県教育員会指定の道徳教育用郷土資料「熊本の心」を活用し
た道徳の研究発表会を開催します。
　「郷土に親しみ、郷土を愛する心をもった子どもの育成」をテーマに、３学年に
おいて授業公開を行いますので、地域の皆様もどうぞおいでください。
　この発表会は、水上村の保育所、小学校、中学校連携の研究会も兼ねております。

　　　日　時　　平成２５年１０月２９日（火）　午後１時５０分～
　　　会　場　　水上村立岩野小学校　　各教室　他
　　　授業者　　１年　山田　恭美　教諭　　資料名「ぬぎすてたぞうり」　
　　　　　　　　４年　椎葉由紀美　教諭　　資料名「げたをほった子」
　　　　　　　　６年　太田　秀昭　教諭　　資料名「幸野溝」

里親になりませんか
　里親とは、様々な事情により家庭で生活できない子どもを家庭に迎え入れ、温かい雰囲気の中で豊か
な愛情を持って育ててくださる方のことで、特別な資格は必要ありません。
　実際に、子どもを里親に委託する期間も、数日から数年間まで様々です。
　下記日程で説明会を開催いたします。関心のある方はぜひお越しください。
　　　日　時：平成２５年１０月２８日（月）　午後２時～
　　　場　所：岩野公民館
　　　お問い合わせ先　　　熊本県八代児童相談所　電話 ０９６５－３３－３２４７
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○　税務署でのご相談は事前のご予約を

　税務署でのご相談は、事前のご予約をお願いします。

　具体的書類や事実関係を確認する必要があるなど、電話等でのご相談が困難な場合には、事前に相

談日時等を電話等でご予約いただいた上で、所轄の税務署においてご相談をお受けしております。

ご予約の際には、お名前・ご住所・相談内容等をお伺いいたします。

　なお、税金の納付相談や確定申告期において申告書作成会場へお越しいただく際には、事前のご予

約は必要ありません。

　

○　平成２６年１月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます！
　　
　平成26年１月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象となる方が拡大され、事業所得、不動産所得

又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の申告が必要ない方も含まれます。）が、収入

金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載し、その帳簿や取引に係る請求書・領収

書などの書類を保存する必要があります。

　なお、詳細については、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「個人で事業を行って
いる方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。

　また、税務署が実施する「記帳説明会」等については、最寄りの税務署の所得税担当までお問い合

わせください。

　人吉税務署（電話　０９６６－２３－２３１１）※自動音声案内の後、「２」をご選択ください。

使って実感！ネットで申告「ｅ－Ｔａｘ」
熊本国税局・税務署

利用可能な手続
○申告　・・・・・・・　所得税、贈与税、法人税、消費税、酒税及び印紙税
○納税　・・・・・・・　全ての国税
○申請・届出等　・・・　納税証明書の交付請求、各種法定調書、各種異動届出書など

ｅ－Ｔａｘの受付時間の延長について
平成25年8月1日(木)からｅ－Ｔａｘの受付終了時間が21時から24時へ延長されました。

詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。
利用開始の手続、受付時間、パソコンの環境、ｅ－Ｔａｘソフトの操作方法、よくある質
問など、ｅ－Ｔａｘに関する最新情報についてお知らせしていますので、ご利用前にご確
認ください。

国税だより
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　朝夕しのぎやすい季節となりました。体調はいかがでしょうか。
　この度、当地域のリウマチ患者のみなさまと情報交換や交流会を開催したいと思います。たくさんの参加
をお待ちしております。

日　時：平成 25年 10月 12日（土）
　　　　13：00～ 16：00（受付 12時 30分より）
場　所：免田保健センター（あさぎり町役場そば）
　　　　〒 868-0408　あさぎり町免田東 1190 番地２　
　　　　☎　0966-45-7216（あさぎり町保健環境課）
内　容：12：30～　受付
　　　　13：00～　開会・主催者挨拶
　　　　13：10～　講話　　「関節リウマチの手術のタイミング」
　　　　　　　　　　　　　　　　熊本整形外科病院　友田　邦彦先生
　　　　14：30～　交流会及び自助具体験
　　　　16：00　　閉会
参加費：無料
参加申し込み　締め切り：10月８日（火）

〈参加申し込み・お問い合せ先〉
　公益社団法人　日本リウマチ友の会
　　　熊本支部長　福富　順子　電話（FAX）096-378-0598
　　　人吉地区担当　南　靖子　電話（FAX）0966-45-1658

共催　人吉保健所　　　　後援　熊本県難病・疾病団体協議会

公益社団法人　日本リウマチ友の会　熊本支部
〈　人　吉　地　域　〉

リウマチ患者と家族の交流会及び学習会のご案内

准看護師免許取得をご希望の学生・社会人の方、お待ちしています！

【入試日程】
　願書受付　平成25年11月18日（月）～11月29日（金）
　試 験 日　平成25年12月８日（日）9：00～
　・募集人員　40名
　・受験資格　中学校卒業（卒業見込み）以上
　・試験科目　（一般常識程度）国語・算数・作文・面接

【お問合せ先】
　　人吉准看護学院（人吉市南泉田町72－２　　☎　22－2962）
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「
く
ま
し
え
ん
祭ま
つ
り
」の
御
案
内

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日

（
日
）
、
多
良
木
町
の
県
立
球
磨

支
援
学
校
に
お
い
て
、
「
く
ま
し

え
ん
祭
（
ま
つ
り
）
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
時
間
は
九
時
三
十
分

か
ら
、
十
四
時
三
十
分
ま
で
の
予

定
で
す
。
当
日
は
、
小
学
部
の
遊

び
場
を
開
放
し
、
中
学
部
や
高
等

部
の
作
業
製
品
（
竹
和
紙
製
品
、

陶
芸
品
、
フ
ェ
ル
ト
製
品
、
野

菜
・
花
の
苗
、
木
工
製
品
）
の
販

売
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
賛
助
団
体
の
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
の

部
で
は
、
本
校
児
童
（
小
学
部
）

や
外
部
団
体
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
立
球
磨

支
援
学
校
（
担
当　

教
頭
：
税

田
、
清
崎
）

Q
四
二
ー
三
七
九
二

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

　

新
年
度
に
向
け
て
の
、
役
に
立

つ
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
受
講
の
ご
参
加
お
願

い
致
し
ま
す
。

①
中
高
年
向
け
ゆ
っ
く
り
進
む
パ

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
）

○
受
講
料　

一
万
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
み
ま
す
）

■
問
合
せ
・
申
込
先　

職
業
訓
練

法
人 

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

Q
二
二
ー
二
四
七
五

台
湾
高
雄
か
ら
の
二
千
人
の

お
客
様
を
お
も
て
な
し
！

　

八
月
二
十
三
日
〜
十
月
三
十
日

に
か
け
て
、
台
湾
高
雄
市
か
ら
、

連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
て
約
二
千

人
の
ツ
ア
ー
客
が
熊
本
を
訪
れ
ま

す
。
熊
本
県
で
は
交
流
の
基
盤
と

な
る
定
期
航
空
路
線
就
航
を
目
指

し
、
台
湾
〜
熊
本
間
で
の
相
互
送

客
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
の
皆
様
に
熊
本
の
魅
力
を

存
分
に
あ
じ
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

再
び
熊
本
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
県
を
あ
げ
て
の
お
も
て
な
し

に
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
本
県
交
通

政
策
課

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
一
六
五

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　

県
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
先
進
的
な
取
組
を
紹
介
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
頃
開
設
さ
れ
た
「
県

民
節
電
所
サ
イ
ト
」
の
節
電
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
秀
な
取
り
組
み
を
さ

れ
た
方
の
表
彰
も
行
い
ま
す
。
入

場
無
料
。
く
ま
モ
ン
も
出
場
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
：
平
成
二
十
五
年
十
月

二
十
四
日
（
木
）
午
後
一
時

三
十
分
〜
四
時
四
十
分

■
場
所
：
熊
本
県
庁
地
下
大
会
議

室
■
定
員
：
四
百
名

■
お
申
込
先
：
熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
課

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
三
二
〇

第
六
回
森
林
自
然
観
察
・
体

験
教
室
（
菊
池
渓
谷
）

■
日
時　

十
月
二
十
日
（
日
曜

日
）
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
受

付
午
前
九
時
三
十
分
〜
（
小
雨

決
行
）

■
集
合
場
所　

菊
池
市　

菊
池
渓

谷
中
央
駐
車
場

■
内
容　

秋
の
菊
池
渓
谷
を
散
策

し
な
が
ら
、
木
の
実
や
紅
葉
を

観
察
し
ま
す
。

■
募
集
定
員　

四
十
名

■
参
加
費　

七
百
円
（
保
険
料
及

び
資
料
代
五
百
円
、
入
場
料

二
百
円
）
小
学
生
以
下
二
百
円

■
申
込
方
法

　

「
第
六
回
森
林
自
然
観
察
・
体

験
教
室
申
し
込
み
」
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
九
月
十
六
日
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

■
問
い
あ
わ
せ
先　

熊
本
県
森
林

保
全
課

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
五
〇

■
申
込
先　

〒
八
六
二
ー

八
五
七
〇
（
住
所
記
載
不
要
）

熊
本
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保

全
班

S
〇
九
六
ー
三
八
五
ー
六
二
四
七

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shinrinhozen@
pref.kum

am
oto.

lg.jp

く
ま
も
と
技
能
祭
「
ワ
ー
キ
ン

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
二
〇
一
三
」

が
開
催
さ
れ
ま
す

■
日
時　

十
一
月
二
日
（
土
）
午

前
十
時
〜
午
後
五
時

十
一
月
三
日
（
日
）
午
前
十
時

〜
午
後
五
時

■
場
所　

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も

と
（
熊
本
市
）

■
入
場
料　

無
料
（
体
験
等
に
は

材
料
代
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

　

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
や
熟
練

技
能
士
に
よ
る
製
作
実
演
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
熊
本
の
名
工
た
ち
の
技
や
、

も
の
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
（
社
）
熊
本

県
技
能
士
会
連
合
会

ソ
コ
ン
講
座

作
ろ
う
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀

状
♪
超
初
心
者
用

○
日
程　

平
成
二
十
五
年
十
一

月
五
日
〜
二
十
八
日
の
火
曜

日
・
木
曜
日
の
八
日
間

○
時
間　

午
前
十
時
〜
十
二
時

（
二
時
間
×
八
日
間
）

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
・
二
階
パ
ソ
コ
ン

教
室

○
内
容　

電
源
の
入
れ
方
か
ら

は
じ
め
、
年
賀
状
作
成
ま

で
。

○
募
集
人
員　

二
十
名

○
申
込
期
限　

平
成
二
十
五
年

十
月
一
日
〜
十
一
月
一
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
）

○
受
講
料　

一
万
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
み
ま
す
）

②
楽
し
む
パ
ソ
コ
ン
の
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
と

デ
ジ
カ
メ
写
真
の
活
用
！

○
日
程　

平
成
二
十
五
年
十
一

月
五
日
〜
二
十
八
日
の
火
曜

日
・
木
曜
日
の
八
日
間

○
時
間　

午
後
二
時
〜
四
時

（
二
時
間
×
八
日
間
）

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
・
二
階
パ
ソ
コ
ン

教
室

○
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

楽
し
み
方
か
ら
デ
ジ
カ
メ
写

真
の
活
用

○
募
集
人
員　

二
十
名

○
申
込
期
限　

平
成
二
十
五
年

十
月
一
日
〜
十
一
月
一
日
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Q
〇
九
六
ー
三
八
九
ー
一
六
一
一

　

熊
本
県
産
業
人
材
育
成
課 

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
三
四
二

潜
在
保
育
士
の
保
育
所
就

職
を
支
援
し
ま
す
！

〜
「
就
職
支
援
研
修
会
（
ブ

ロ
ッ
ク
別
）
」
の
開
催
〜

　

対
象
は
、
保
育
士
資
格
を
有
す

る
人
で
す
。

◎
期
日
等　

十
一
月
七
日
（
木
）

玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

八
日
（
金
）
嘉
島
町
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

十
九
日
（
火
）
八
代
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

　

二
十
一
日
（
木
）
人
吉
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

二
十
七
日
（
水
）
天
草
市
民
セ

ン
タ
ー

◎
時
間　

午
後　

一
時
〜
四
時

◎
内
容　

講
義
、
保
育
士
体
験
談

等
■
申
込
・
問
合
先
／
熊
本
県
保
育

協
会

　

Q
〇
九
六
ー
三
二
二
ー
〇
〇
三
八

■
主
催　

熊
本
県
子
ど
も
未
来
課

労
使
紛
争
の
解
決
を
お
手
伝

い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃

金
カ
ッ
ト
や
解
雇
な
ど
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

手
続
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

正
規
社
員
に
限
ら
ず
、
パ
ー
ト

従
業
員
や
派
遣
社
員
、
契
約
社
員

の
方
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
労
働

委
員
会
事
務
局

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
七
五
三

小
学
三
年
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

冬
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

■
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・
ク
リ

ス
マ
ス
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
等

※
事
業
に
よ
り
体
験
内
容
を
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す

■
派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
程　

十
二
月
二
十
六
日

（
木
）
〜
一
月
三
日
（
金
）
の
内

七
〜
九
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
締
切　

十
一
月
五
日
（
火
）

※
申
込
順

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研

修
協
会

住
所　

〒
一
〇
八
ー
〇
〇
七
三

東
京
都
港
区
三
田
五
ー
七
ー
八
ー

九
二
一

　

Q
〇
三
ー
六
四
五
九
ー
四
六
六
一

　

S
〇
三
ー
六
四
五
九
ー
四
六
三
三

E-M
A
IL　

info@
kskk.or.jp

U
RL　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

熊本県行政書士会からのお知らせ熊本県行政書士会からのお知らせ
　熊本県行政書士会では、毎年 10 月を「行政書士制度広報月間」として、行政書士のＰＲ活動を実
施しております。本年も下記のとおり無料相談会並びに講演会を開催します。

無料相談内容
①各種許認可・登録に関すること。
（建設業・運送業・風俗営業・開発・農地転用・車庫証明・車両登録・在留資格など）
②会社・医療法人・公益法人等の法人設立に関すること。
③遺言・相続に関すること。
④会計記帳・内容証明書・契約書の作成に関すること。

電話無料相談
電話で相談に応じます

日時　10 月１日（火）
　　　午前 10 時より午後４時まで
場所　熊本市中央区水前寺公園 13 番 36 号
　　　熊本県行政書士会館
電話　096-385-7301

街頭無料相談会
直接面談にて相談に応じます

日時　10 月 15 日（火）16 日（水）
　　　午前 10 時より午後４時まで
場所　熊本市中央区桜町３番 10 号
　　　熊本交通センター地下プラザコート
　　　（観音の泉前広場）

市民公開講座
～遺言・相続講演会～

日時　10 月 24 日（木）
　　　午後１時半開演　午後４時終了
場所　菊池郡菊陽町原水 1438-1
　　　菊陽町図書館ホール
内容　公証人と大田黒浩一氏の講演

■お問い合わせ先
　熊本県行政書士会
　　〒 862-0956
　　熊本県熊本市中央区水前寺公園 13 番 36 号
　　電話　096-385-7300
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開催日時　平成25年11月９日（土）午前９時から午後４時まで　10日（日）午前９時から午後３時まで
開催場所　熊本刑務所　熊本市中央区渡鹿７丁目12番１号
趣　　旨　法務省が主唱する「社会を明るくする運動」の一環として、刑事施設及び少年施設の作業状況及び教
　　　　　育活動を広報するとともに、刑務作業の成果である刑務所作業製品を展示販売し、矯正行政に対す
　　　　　る理解と協力を求めることを目的とする。
主な内容　（７月末時点での予定です。）
　（１）刑務所内見学
　（２）矯正広報パネルの展示
　　ア　職業訓練パネルの展示　　　　　　　　イ　教育、教誨、クラブ活動のパネルの展示
　　ウ　被収容者の食事パネルの展示　　　　　エ　人吉農芸学院、熊本少年鑑別所の広報パネルの展示等
　（３）上映会開催（矯正関係）
　（４）受刑者の衣類、日用品の展示
　（５）人吉農芸学院生徒の作品等の展示　人吉農芸学院生徒の絵画、職業補導製品の野菜の販売
　（６）性格検査　コンピューター性格検査を行う。
　（７）刑務所作業製品の販売　全国の刑務所で受刑者が製作した製品を展示販売する。
バザー　（７月末時点での予定です。食バザーもあります。）
　（１）熊本県更生保護女性連盟　　　（２）熊本県ＢＢＳ連盟　　他
アトラクション予定　（７月末時点での予定で、その他イベントは交渉中です。）
　（１）子供安全免許証（ＪＡＦ）　　　（２）起震車・煙体験ドーム体験（中央消防署・10日午後のみ。豪雨時中止。）
　（３）熊工ＯＢウィンドアンサンブル　他
主　　催　熊本刑務所、熊本少年鑑別所
共　　催　財団法人矯正協会　刑務作業協力事業部
お問い合せ先　熊本刑務所　処遇部企画部門（作業）
　　　　　　　作業統括　岩田晴夫　　　倉庫主任　須田裕二
　　　　　　　ＴＥＬ（直）096-362-3513　（代）096-364-3165　内線241～245　ＦＡＸ（作業）096-362-3519

平成25年度九州大学公開講座の参加募集
１．講　座　名　「九州山地の森と樹木」
２．開　催　日　平成25年 10月 27日（日）
３．実 施 会 場　九州大学宮崎演習林（宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内）
４．募集対象者　一般市民
５．募 集 人 員　20名（応募多数の場合は、初参加の方を優先して抽選となります。抽選の結果は、
　　　　　　　　応募終了後、１週間を目処にお知らせします）
６．必 要 経 費　1,000円（別途保険料21円、希望者のみ）
７．申 込 方 法　往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・性別をご記入のうえ申込ください。
８．申　込　先　〒883-0402　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内949
　　　　　　　　九州大学宮崎演習林　電話0983-38-1116
　　　　　　　　URL://www.forest.kyushu-u.ac.jp/miyazaki/index.php
９．申 込 期 間　平成25年９月 17日～ 10月 11日（金）まで
10．講 座 内 容　10月 27日（日）　演習林事務所集合　9：00
　　　　　　　　　　　　　　　　開講式・講義・実習　9：30～ 16：00
11．そ　の　他　講座を受けられた方には、修了証を授与します。なお、実習では山を散策しますので、
　　　　　　　　スニーカー・雨具・軍手・帽子・弁当等をご用意ください。
　　　　　　　　宮崎演習林事務所に集合、解散となります。
　　　　　　　　事務所周辺には、コンビニ等商店はありません。



13

平成25年度
人吉球磨広域行政組合職員採用試験

１．試験職種及び採用予定人員等

区分 職種 採用予定数 勤務先及び職務内容

資格免許職 栄養士 1人程度 福祉課に勤務し、栄養業務に従事する。

２．受験資格
１　資格免許職（栄養士）
　昭和 48 年 4 月 2 日から平成 4年 4月 1日までに生まれた者で、栄養士の資格を有する者

２　次の 1つに該当する者は、受験できない。
ア　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）

イ　禁
きんこ

錮以上の刑に処せられ、その執行の終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
ウ　人吉球磨広域行政組合職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者
エ　日本国憲法の施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊する
ことを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

３．受験手続
１　受付期間
　　平成 25 年９月 24 日（火）から 10 月 11 日（金）まで（土曜日、日曜日を除く）
　　受付時間は、午前８時 30 分から午後５時まで
　　郵送の場合は、10 月 11 日（金）までの消印のあるものに限り受け付ける。
２　申込先
　　人吉球磨広域行政組合総務課　　電話 0966-23-3080
　　所在地　熊本県人吉市中神町字城本 1348 番地１
　　　　　　アクアパーク（汚泥再生処理センター）内（〒 868-0085）

４．試験の日時及び場所

試験 日時 試験地 試験場 合格発表

第一次試験 平成 25年
11月 3日（日）
午前 8時 30分

人吉市 人吉球磨広域行政
組合アクアパーク

11月下旬合格者のみに通知するほか人
吉球磨広域行政組合掲示場に掲示する。

第二次試験 平成 25年
12 月中旬の予
定

人吉市 別途、第１次合格
者に通知する。

１月上旬合格者、不合格者ともに通知
するほか、人吉球磨広域行政組合掲示
場に掲示する。

（注）第１次試験の際は、受験票と筆記用具（ＨＢの鉛筆・消しゴム等）及び上履きを持参すること。
なお、時計を持参する場合は、計時機能だけのものに限る。

５．試験についての問い合わせ先
　人吉球磨広域行政組合総務課　　電話 0966-23-3080
　所在地　熊本県人吉市中神町字城本 1348 番地１
　　　　　アクアパーク（汚泥再生処理センター）内　（〒 868-0085）
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

10

6 日 宮原医院
（TEL　42-2082）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

緒方医院
（TEL　35-0131）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

13 日 渡辺医院
（TEL　42-2541）

ほづみ皮膚科医院
（TEL　26-5300）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

14 月・
祭日

横山医院
（TEL　42-2132）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

球磨村診療所
（TEL　32-0377）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

20 日 井口医院
（TEL　42-5570）

たかの眼科
（TEL　47-2550）

堤病院附属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

27 日 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

脳神経外科小林クリニック
（TEL　38-5670）

増田クリニック小児科
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

10

6 日

山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）

13 日

14 月・
祭日 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

20 日
たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221）

くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

27 日
ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）

百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（10月）　◆

◆　休日当番薬局（10月）　◆
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●今月の人口●
　男　………1,142 人
　女　………1,294 人
　計　………2,436 人
戸　数………  928 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 25 年８月末現在

10 月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：7日・14日・21日・28日

10月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

10
  3日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

10日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

17日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

24日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

31日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31

10月６日㈰ 福祉団体体育祭（村民体育館）
10月19日㈯ えびす祭り（村民体育館駐車場）
10月27日㈰ 福祉と文化の集い（村民体育館）

※予定ですので、変更になることがあります。

ごみ袋に入れる前に一度確認を！

～ごみの分別に関するQ＆A～

Q　スプレー缶・ガスボンベ類は、どうやって出すの？
A　穴をあけガスを抜いたうえで、燃えないごみの袋に入れて燃えないごみとして出し
てください。

（注）リサイクルセンターのアルミ缶・スチール缶へ出さないでください。村内全部の
リサイクルセンターに持ち込まれていました。

Q　陶磁器製（茶碗・皿）等や鏡はどうやって出すの？
A　割れていない物は、そのままでも構いませんが、割れている物は、危険防止の
ため新聞紙・厚紙で包んで燃えないごみとして出してください。

（注）リサイクルセンターの瓶類へ出さないでください。江代のリサイクルセンタ
ーに持ち込まれていました。

Q　布団・こたつ布団は、どうやって出すの？
A　布団・毛布は、「布類」ではありませんので、燃えるごみの袋に入る大きさ
に切って収集日に燃えるごみで出されるか、１メートル以下に切断して、直
接クリーンプラザに持って行くようにお願いします。

　　また、綿が入っている丹前、こたつ用掛け布団・敷布団、マット類も同様です。
　指定袋に入る程度に切り、燃えるごみとして出してください。
（注）リサイクルセンターの布類へ出さないでください。岩野のリサイクルセンターに持ち込まれて
いました。

★お買い物にはマイバッグを持参しましょう

水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）　TEL４４－０３１３
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花
言
葉
：「
優
美
」「
希
望
」「
よ
い
語
ら
い
」「
清
々
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い
美
し
さ
」

　8月 18日（日）、水上村交通安全指導員によるカーブミラー
清掃ボランティア作業が行われました。今年度は岩野地区を中
心に清掃と点検を実施されました。
　この活動は毎年実施されており、水上村の交通安全の推進に
大きく寄与するものです。
　早朝からの活動、大変お疲れさまでした。

カーブミラーを綺麗に！
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